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赤色立体地図でみる伊豆大島の地形と自然災害
Study of natural disasters and terrain of Izu Oshima with Red Relief Image Map
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■はじめに
近年、航空レーザ計測技術の進歩により、樹木の影響を排除した高精度の詳細地形データが得られるようになった。こ

れまでの空中写真測量による等高線では、樹木の下の地形は樹高を想定したオペレーターの推定によるものであり、レー
ザ計測との違いは明らかであった。しかしながら、このような微地形計測成果の全容を利活用しやすい中縮尺で表現す
るのは難しく、等高線図も陰影図も高度段彩図も適切ではなかった。千葉は、2002年に富士山の青木ヶ原樹海の地形踏
査の際に赤色立体地図作成法を考案した。その後、各地の火山地形の判読や現地調査に利用してきた。
■赤色立体地図
赤色立体地図は、傾斜の急なところほどより赤く、尾根ほど明るく、谷ほど暗く表現された、ある種の疑似カラーオ

ルソ画像である。地形図と重なる状態で、特殊な機器を使用することなく、１枚で自然な立体感が得られるため、レー
ザ計測 DEMと赤色立体地図との組み合わせは、地形判読や現地調査に大きな変革をもたらした。
■伊豆大島の地形
伊豆大島についても、東京都（H18),国土地理院（H24),東京都（H25)の航空レーザ計測が行われている。また、その

うち H24の計測成果は基盤地図情報５mDEMとして、国土地理院から公開されている。
ここでは、伊豆大島の赤色立体地図を示し、そこから読み取れる火山地形の特徴について述べる。
伊豆大島は、中央部にカルデラがあり、その中央に三原山中央火口丘が位置する。三原山はサイズの割に火口が大きい

タフコーンの地形を示すが、中央の縦穴火口の底が上下し、溶岩を溢流させる活動を繰り返している。最近では、1950-51
年、1986年に噴火をしている。また、伊豆大島では、カルデラの外側にも噴火割れ目が多数分布し、1986年噴火でも C
火口列を生じている。元町の東側の急斜面には元町溶岩を流出させた Y5の割れ目火口があると推定されていたが、樹木
に覆われ正確な位置ははっきりしていなかった。H18のレーザ計測による赤色立体地図では、Y5の割れ目火口が明確に
浮き上がったものの、樹木が多く確認は困難であった。その後、2013年 10月の台風災害によってできた崩壊の現地調
査で、割れ目火口であることが確認できた。
■表層崩壊斜面の地形の特徴
2013年 10月 16日の台風により、伊豆大島の元町神達地区で大きな土砂災害が発生した。この災害のきっかけは斜面

での火山灰の表層崩壊であったが、発生斜面には Y5の割れ目火口があり、そこから流れた元町溶岩流の上を表層崩壊に
よる土砂が流下した。この溶岩流上の谷は極めて浅いため、土石流がのみこめず溢れ出し災害となった。ポスターでは
そのほか、微地形の特徴について述べる。
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